３年社会科　年間指導計画・評価計画

指導のねらい

	・社会的な諸事象に関する様々な資史料を読み取り、多面的・多角的に考察したり、現代社会の諸課題や、論争的な問題に関して意思決定をしたりすることで、公民的資質の基礎を培う。


	月
	題材・学習内容
	時数
	学習活動
	主な評価規準
	主な評価方法



	４
５
６

７
	○　明治維新と近代国家の形成
○議会政治の始まりと国際社会
　との関り
○近代産業の発展と近代文化
○第一次世界大戦と国際情勢
○第二次世界大戦
○日本の民主化と冷戦
○これからの日本
○現代社会と文化


	４
８
３
８
９
５
３
６

	明治維新のあらましを諸改革の内容を通して理解し，短期間に近代国家の基礎を整えていった政府や人々の努力や生活の変化を、多面的・多角的にとらえる。
急速に近代化を進めた日本の国際的な地位の向上と大陸との関係のあらましを民権運動，憲法の制定，日清・日露戦争，条約改正を通して理解する。

日本の近代産業が産業革命を経て発展したことを理解し，この時期に近代文化が形成され文化の大衆化が進んだことに着目する。

第一次世界大戦前後の国際情勢を背景に，対外関係や日本国民の政治的自覚が高まったことを理解する。
昭和初期から第二次世界大戦終結までの日本の政治・経済・外交の動きなどを，東アジア諸国との関係や欧米諸国の動きに着目しながら，特に経済の混乱から社会問題，軍部の台頭，戦争の勃発から敗戦までの経過を理解する。
戦時下の国民生活をなるべく身近に感じるとともに，戦争の惨禍にも目を向ける。

第二次世界大戦後の，日本の民主化と再建，国際社会への復帰について，世界の動きと関連させながら理解する。
高度成長以降の日本と世界の動きの概要を，国民の生活と関連させて理解する。
高度経済成長から今日までの我が国や国際社会の変容について，国民生活と関連させて理解させる

	近代日本が形成されていく過程に関心を高め，欧米諸国とのかかわりに留意しながら，意欲的に追究している。
　　　　　　主に【知・技】
近代日本が成立していく過程を，図版，史料，年表，歴史地図などのさまざまな資料を活用し，追究した結果をまとめたり，説明したりしている。
　　　　　　主に【思考】
急速に近代化を進めた日本の国際的な地位の向上と大陸との関係のあらましを理解し，その知識を身につけている。

　　　　　　主に【知・技】
二度の世界大戦について関心を持ち，なぜこのような戦争を引き起こしてしまったのか，追究する態度を身につけている。
主に【主体的】
表・グラフなどを用いて，客観的な統計から，当時の情勢を読み取り，数量的な資料を示そうとしている。主に【思考】
二度の世界大戦とその間の出来事について，世界の動きと関連させながら，概要を理解している。　　　主に【知・技】
終戦から現在までの出来事の概要について，世界の動きと関連させて理解している。
　　　　　　主に【知・技】
高度経済成長から今日までの我が国や国際社会の諸事象に対する関心が高まっている。
　　　　　　主に【主体的】
	○定期考査
【知・技】
【思考】
○レポート

（適宜）
【知・技】
【思考】
【主体的】


年間指導計画・評価規準・方法　※【知・技】…知識・技能、【思考】…思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　【主体的】…主体的に学習に取り組む態度
	月
	題材・学習内容
	時数
	学習活動
	評価規準
	評価方法

	９
10
11

12
１
～
３

	○現代社会を捉える枠組み
○市場経済の働きと経済
○国民の生活と政府の役割
○人間の尊重と日本国憲法
○民主政治と政治参加

○国際社会の諸課題
○現代社会の諸課題・受験対策


	５
13

６

11
12
12
25

	現在の家族制度における個人の尊厳と両性の本質的平等，社会生活における取決めの重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任などを理解する。
現代の生産の仕組みや金融の働きについて理解する。

職業・雇用と労働条件について労働組合や労働基準法と関連付けて考える。
身近な消費生活と経済活動について理解し、価格の働きから市場経済の基本的な考え方を理解する。
国や地方公共団体が果たしている経済的な役割について理解する。

環境保全，社会保障の充実，消費者保護，租税の意義について理解し、限られた財源の配分という観点から財政について考えさせる。
人間の尊重と基本的人権について考えを深める。

法に基づく政治の大切さを理解させ，我が国の政治と憲法の意義を考える。憲法が基本的人権の尊重，国民主権、平和主義を原則としていることへの理解を深める。

国民の政治参加と選挙・政党・世論の意義について理解する。
国会の仕組みのあらましと議会制民主主義について理解する。

議院内閣制について理解する。

法に基づく公正な裁判の保障について理解する。
地方公共団体の政治の仕組みについて理解し、住民としての自治意識の基礎を身につける
資源エネルギーや地球環境等について解決すべき課題を見いだす。

各事象のあらましを理解し、世界平和の実現のためには国家間相互の主権の尊重と協力，各国民の相互理解と協力が大切であることを認識する。
現代社会の諸課題について分析・判断を行う。

地理・歴史・公民の３年間の内容を振り返る

	家族，学校，地域社会の機能について理解し、その知識を身につけている。　　（知識技能）
各事象について、そのあらましを理解し、知識を身につけている。　　　　　　（知識技能）

各事象について、そのあらましを理解し、知識を身につけている。　　　　　　（知識技能）

各事象について、そのあらましを理解し、知識を身につけている。　　　　　　（知識技能）

財政など，国や地方公共団体の経済活動に対する関心が高まっている。　　　（学習態度）
基本的人権を中心とした人間の尊重についての考え方に対する関心が高まっている。
（学習態度）
日本国憲法下の政治と，国民の自由と権利について，多面的・多角的に考察している。
（思考判断表現）
国や地方公共団体にける現実の政治に対する関心が高まっている。　　　　（学習態度）
各事象について、多面的多角的に考察しようとしている。

　　　　　　（思考判断表現）
資料の中から，役立つ情報を概ね適切に選択し活用している。
（思考判断表現）
各事象について、そのあらましを理解し、知識を身につけている。　　　　　　（知識技能）

役立つ情報を概ね適切に選択し活用している。（思考判断表現）

	単元テスト

（知識技能）
（思考判断表現）
（学習態度）

税の作文

レポート
（知識技能）
（思考判断表現）
（学習態度）
ノート

単元テスト

中間考査
レポート
（知識技能）
（思考判断表現）
（学習態度）
期末考査
ノート

レポート
（知識技能）
（思考判断表現）
（学習態度）
単元テスト

ワークシート

（知識技能）

（思考判断表現）
（学習態度）
　　　　
学年末考査


